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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第51期
第１四半期
連結累計期間

第52期
第１四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 16,402 8,854 37,327

経常利益又は経常損失（△） (百万円) 2,224 △1,405 △212

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失（△）

(百万円) 1,723 △1,068 △642

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,521 △1,355 △815

純資産額 (百万円) 87,529 82,437 84,167

総資産額 (百万円) 115,971 106,292 106,863

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期(当期)純損失金額（△）

(円) 49.83 △31.22 △18.60

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.4 77.4 78.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第51期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第51期および第52期第１四半期連結累計期間

の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり

四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社島精機製作所(E01531)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における経済の動向は、欧州では債務問題が長期化する中で景気低迷が続

いており、米国でも雇用問題の改善の遅れなど景気回復ペースが鈍化しています。また、近年世界経済を

牽引してきた中国でも輸出の減少などにより成長が減速しています。わが国においては復興需要が顕在

化してきているものの、電力問題や円高の加速などが景気回復を足踏みさせています。

　
セグメントの業績は、次のとおりです。なお、各セグメントの営業利益は、各報告セグメントのセグメン

ト利益と一致しています。（「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報

等）セグメント情報」をご参照下さい。）

　
当社グループのコア・ビジネスである横編機事業において、主力の中国市場では前期に落ち込んだ欧

米アパレルの発注量が回復せず、輸出型ニットメーカーを中心に設備投資は低調となりました。一方、欧

州、ロシア向けの生産拠点である中東のトルコにおいては、中国の人件費高を背景に輸出競争力を高め、

好調な内需も伴ってコンピュータ横編機の設備投資が拡大しました。また、付加価値の高い消費地型生産

の中心となるイタリアでは、金融市場の混乱の影響もあり、売上高は伸び悩みました。これらの結果、横編

機事業の売上高は70億66百万円（前年同四半期比51.5％減）、営業利益は11億97百万円（前年同四半期

比70.1％減）と落ち込みました。

デザインシステム関連事業においてはバーチャルサンプルを活用したビジネス効率化の企画提案型営

業の展開により「ＳＤＳ－ＯＮＥ ＡＰＥＸ３」の販売が拡大したことや、自動裁断機「Ｐ－ＣＡＭ」の

販売が国内市場を中心に好調に推移し、売上高は５億83百万円（前年同四半期比22.2％増）、営業利益は

１億16百万円（前年同四半期比23.8％増）となりました。

手袋靴下編機事業は景気低迷を受けて最終製品の需要が減少し、設備投資が低調となったことで売上

高は１億83百万円（前年同四半期比52.1％減）、営業利益は20百万円（前年同四半期比81.6％減）とな

りました。
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これらの結果、当第１四半期連結累計期間の全体の売上高は88億54百万円（前年同四半期比46.0％

減）となりました。利益面におきましては、売上高の減少に加えて、生産台数の減少などにより売上総利

益率が低下し、営業利益は１億83百万円（前年同四半期比93.6％減）となりました。また営業外で為替差

損19億37百万円が発生したことで経常損失は14億５百万円（前年同四半期は経常利益22億24百万円）、

四半期純損失は10億68百万円（前年同四半期は純利益17億23百万円）となりました。

　
（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ５億71百万円減少し、1,062億

92百万円となりました。また自己資本の額は、822億51百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末に

比べて1.2ポイント低下し77.4％となりました。

　

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありませ

ん。

　
（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は６億36百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 142,000,000

計 142,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,600,000 36,600,000

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 36,600,000 36,600,000 ― ―

(注)  提出日現在発行数には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年６月30日 ― 36,600 ― 14,859 ― 21,724

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社島精機製作所(E01531)

四半期報告書

 5/18



　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,370,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 34,173,000 341,730 ―

単元未満株式 普通株式 57,000 ― ―

発行済株式総数 36,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 341,730 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権３個）含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式86株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社島精機製作所
和歌山市坂田85番地 2,370,000― 2,370,000 6.48

計 ― 2,370,000― 2,370,000 6.48

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、大手前監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,910 13,282

受取手形及び売掛金 ※3
 29,857

※3
 30,059

有価証券 618 486

たな卸資産 20,885 20,349

その他 3,781 3,667

貸倒引当金 △2,561 △2,211

流動資産合計 67,491 65,634

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,124 6,028

土地 10,930 10,908

その他（純額） 3,885 3,787

有形固定資産合計 20,940 20,724

無形固定資産

のれん 5,030 4,798

その他 121 116

無形固定資産合計 5,151 4,915

投資その他の資産

投資有価証券 7,243 6,852

その他 7,456 9,609

貸倒引当金 △1,420 △1,444

投資その他の資産合計 13,279 15,017

固定資産合計 39,372 40,658

資産合計 106,863 106,292

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 4,294

※3
 5,177

短期借入金 5,701 5,695

1年内返済予定の長期借入金 3,000 3,000

未払法人税等 66 111

賞与引当金 737 1,177

債務保証損失引当金 702 700

その他 2,827 2,831

流動負債合計 17,330 18,694

固定負債

長期借入金 1,500 1,500

退職給付引当金 1,318 1,283

役員退職慰労引当金 1,155 1,026

その他 1,391 1,349

固定負債合計 5,365 5,160

負債合計 22,695 23,854
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 14,859 14,859

資本剰余金 21,724 21,724

利益剰余金 66,303 64,840

自己株式 △6,889 △6,889

株主資本合計 95,998 94,535

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △340 △411

土地再評価差額金 △7,350 △7,350

為替換算調整勘定 △4,305 △4,520

その他の包括利益累計額合計 △11,995 △12,283

新株予約権 153 173

少数株主持分 11 11

純資産合計 84,167 82,437

負債純資産合計 106,863 106,292
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 16,402 8,854

売上原価 9,871 5,686

売上総利益 6,530 3,167

販売費及び一般管理費 3,684 2,984

営業利益 2,846 183

営業外収益

受取利息 96 90

受取配当金 57 55

貸倒引当金戻入益 33 216

その他 60 62

営業外収益合計 247 425

営業外費用

支払利息 16 17

為替差損 829 1,937

その他 22 58

営業外費用合計 868 2,014

経常利益又は経常損失（△） 2,224 △1,405

特別損失

有価証券評価損 － 183

減損損失 20 23

特別損失合計 20 206

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

2,204 △1,612

法人税、住民税及び事業税 315 83

法人税等調整額 165 △628

法人税等合計 480 △544

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,723 △1,068

少数株主利益 0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,723 △1,068
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,723 △1,068

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10 △71

為替換算調整勘定 △191 △215

その他の包括利益合計 △202 △287

四半期包括利益 1,521 △1,355

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,520 △1,355

少数株主に係る四半期包括利益 0 0
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間より、当社の非連結子会社であったSHIMA SEIKI KOREA INC.の重要性が増したため、

連結の範囲に含めております。

　　

【会計方針の変更等】
　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

税金費用の計算 　海外連結子会社は、税金費用について、当第１四半期連結会計期間を含む連

結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

取引先に対する債務の保証を行っております。
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

販売機械購入資金ローン （69社） 1,179百万円 （63社)  1,130百万円

リース債務 （111社）   358百万円 （106社）　 305百万円

計 1,537百万円 1,435百万円

　

２  手形割引高
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 2百万円 1百万円

　
※３　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 24百万円 10百万円

支払手形 14百万円 16百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費

のれんの償却額

405百万円

85百万円

385百万円

85百万円

　
(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 605 17.50平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 770 22.50平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
横編機

デザイン
システム
関連

手袋靴下
編機

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 14,566 477 382 15,426 975 16,402

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 14,566 477 382 15,426 975 16,402

セグメント利益又は損失(△) 3,997 94 110 4,202 △32 4,170

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、編機・デザインシステム用部品事業、

修理・保守事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利益又は損失（△） 金　　　額

報告セグメント計 4,202

「その他」の区分の損失（△） △32

全社費用（注） △1,323

四半期連結損益計算書の営業利益 2,846

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
横編機

デザイン
システム
関連

手袋靴下
編機

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,066 583 183 7,833 1,020 8,854

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 7,066 583 183 7,833 1,020 8,854

セグメント利益又は損失(△) 1,197 116 20 1,334 △40 1,293

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、編機・デザインシステム用部品事業、

修理・保守事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利益又は損失（△） 金　　　額

報告セグメント計 1,334

「その他」の区分の損失（△） △40

全社費用（注） △1,110

四半期連結損益計算書の営業利益 183

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額又は
　　１株当たり四半期純損失金額（△）

49円83銭 △31円22銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は
　　四半期純損失金額（△）(百万円)

1,723 △1,068

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額又は
　　四半期純損失金額（△）(百万円)

1,723 △1,068

    普通株式の期中平均株式数(千株) 34,575 34,229

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）前第１四半期連結累計期間において潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有し

ている潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第１四半期連結累計期間において潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記

載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

株式会社島精機製作所

取締役会  御中

　
大手前監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　古　　谷　　一　　郎　　印

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    江　　本　　律　　子    印

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　枡　　矢　　　　　晋　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社島精機製作所の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社島精機製作所及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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